
(災害復旧工事での活用）

国土交通省 北陸地方整備局 能登復興事務所 工務第三課長 南谷 達也

住所 石川県七尾市神明町ロ１２番地２ ＮＴＴ七尾ビル３階 電話番号 0767-58-3325

石川県 土木部 監理課技術管理室長 大井 秀紀

住所 石川県金沢市鞍月１丁目１番地 電話番号 076-225-1787

(瓦のチップ化）珠洲市 環境建設課長 大宮 準司

住所 石川県珠洲市上戸町北方１字６番地２ 電話番号 0768-82-7743

(瓦の再生利用の推進）石川県 生活環境部 資源循環推進課長 岡 秀雄

住所 石川県金沢市鞍月１丁目１番地 電話番号 076-225-1471

【問い合わせ先】

InstagramX YouTube

復旧・復興の今を発信 若手職員による現場紹介 現場から見える奥能登の魅力

令和６年能登半島地震及び令和６年奥能登豪雨により、能登地域では多くの住宅が

被災し、大量の瓦が発生しています。

公費解体後に埋立処分場等へ搬出されていた瓦のリサイクルを推進するため、

国土交通省（能登復興事務所）、石川県、珠洲市が連携し、災害廃棄物の仮置場内

でチップ化した瓦を災害復旧工事に活用していきます。

みなみだに

おおかわはま

災害で発生した「瓦」をチップ化し、災害復旧工事で活用

石川県

たつや

おおみや じゅんじ

【瓦のチップ活用までの流れ】

瓦チップ（53mm以下となるようチップ化）

施工イメージ（暗渠）
（山形県HPより引用）

解体現場

県内の処分場

【通常】

仮置場内の破砕機
で瓦チップ化

災害復旧現場

仮置場

再生資材化、販売等

【今回】運搬

運搬
運搬

防草対策、基盤排水材、
暗渠排水材など

埋立 破砕

能登復興事務所の各種情報はこちらから！

珠洲市

主な活用予定地
災害廃棄物仮置場内
で瓦をチップ化
（珠洲市蛸島町）

【災害復旧工事での瓦チップの活用イメージ】

基盤排水材

暗渠のフィルター材

：瓦チップ道路断面

法
面

従来は購入した砕石等を使用する箇所を瓦チップで代用

CL

おおい ひでき

ひでおおか


